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今、承認されて接種されているワクチンは全て海外製ですよね。
日本で生産できればワクチン接種の需要に対して供給がスムーズ
にできるのではないかと思うのですが、日本製のワクチンを作る
上での課題について、先生はどのようにお考えですか？

　　　　　なぜ国産ワクチンにはこのように時間がかかるのか、ということですね。こ
れまでSARSやMERSなど新しいウイルスが海外で拡がった時、幸いにも日本には
入ってこなかったので、多くの国民はもしかしたら今回も入ってこないのではないかと
思っていた節があります。自分だけは大丈夫なのではないか、といういわゆる正常性バ
イアスです。早くからワクチン接種を始めた諸外国では、これまで知られていないようなウイルスがいつ自国に持ち込
まれるか分からないため、「ワクチン」は新しい感染症から国民を守る国の危機管理のために必要なものと考えてい
ます。日本は島国でもあり、2009年の新型インフルエンザ以降、新しいウイルスなどが入ってこなかったので、このよ
うな感染症に関する議論は厚生労働省の中だけで行われてきました。さらに、ワクチンが必要となった場合、実際の
運用には多額の予算が必要で、財務省や総務省などにかけあって進めていくことになりますが、国にはいろいろな
事案があるので優先順位を考えなければなりません。感染症対策はこれまで優先順位があまり高くなかったのです
が、今回のコロナ禍でようやく省庁横断的に国全体で取り組む体制が整ってきました。

日本が開発に取りかかったのは、海外の企業と比べてわずか１カ月くらいの遅れだったと思いますが、今回の
mRNAワクチンというのは全く新しいタイプのワクチンです。海外では、実際に応用できるかどうか分からない段
階からこうした新しい技術などの基礎研究が進められ、開発費用も含めて早い段階で国からの支援がありま
す。これまで日本では、国として承認したワクチンでないと議論もできませんでしたし、もちろん経済的な支援もあ
りませんでした。企業や研究所、大学などが開発し、国へ申請をして、承認されれば、ようやく実用化に向けての
支援を受けることができます。企業や研究所としては、まだ実用化できるかどうか分からないようなワクチンの開
発にはなかなか手が出せなかったわけです。今回初めて国が早い段階から支援してくれることとなり、現在４つ
の国内メーカーが開発治験を行っています。

続いて、ワクチンの開発治験の進歩の話です。今回のような新しいウイルスが出てきたときは、どのような動物や細胞
で増えるのか、それが解ってから基礎研究として動物実験に移り、その後、マウスなどの動物での試験を行います。こ
れらの試験が終了した後、ヒトでの試験となります。第一相試験は少人数ですが健康な方に接種し、大きな問題はな
いことを確認する試験です。続いて第二相試験では量や回数などを変えてみて、最も効率よく免疫ができる量や回数
が決まります。第三相試験で多数の方に接種して、有効性や安全性を評価します。このような流れですので、これまで
ワクチンの開発から実用化までには５～10年かかっていたのですが、今回は米国で「ワープスピード作戦」と銘打って
１年以内に実用化されました。この極めて異例の速さで達成できたのは、それぞれの試験を並行して行う、「加速並行
試験」が行えるように制度が変わったからです。現在は、海外製のワクチンがようやく全国民に行きわたるくらいの数
量が入ってきそうですけど、確約ではありません。世界中で取り合いになっていますし、政治の手段にもなっています。
僕らは政治の手段として使ってほしくはないです。日本国民を守るという観点からは、供給不安がつきまとう海外製の
ワクチンだけではなく、国産ワクチンをできるだけ早く実用化していただきたいと思っています。

世界中で流行している新型コロナウイルス感染症。この感染症に歯止めをかける手段として
開発された新型コロナワクチンは、国を挙げて接種が進められています。しかし、メディアやイ
ンターネットにおいてさまざまな情報が飛び交う中で、ワクチンに疑問や不安を抱く方も少なく
ありません。今回は、そんなワクチンに関する素朴な疑問点を、専門家として各方面で活躍さ
れている福岡看護大学の岡田先生に聞いてみました！（取材日：2021年7月30日）

福岡看護大学基礎・基礎看護部門基礎・専門基礎分野教授。福岡歯科大
学医科歯科総合病院では予防接種センター長を務め、新型コロナウイルス感
染症の拡大に伴い学内に開設した『福岡学園コロナウイルス管理室』の一員
としても感染拡大の防止に向けた取り組みを行っている。また、日本ワクチン学
会理事長や厚生労働省における各種部会、委員会の参考人も務めている。

教えてドクター！

今回インタビューしてくれた学生

新型コロナワクチンについて

福岡看護大学  基礎・基礎看護部門  教授
福岡歯科大学医科歯科総合病院  予防接種センター長

福岡看護大学  
保健師養成課程  第4学年

岡田 賢司 教授

特別
企画

教えてくれた先生

谷口真悠
さん

野上舞
さん

熊谷祐香
さん

皆森雅人
さん

　　　　　まさにその通りです。ワクチンの供給については契約があります。日本では何万本
入ってくると正式に決まったのは今年２月のことです。それまでは「供給しますよ」という合意だ
けだったようで、今でも正確に何万本入ってくるか分からない状態です。今回のように国がワク
チンを買い上げて、自治体に配布し無料で接種するというやり方は、初めての試みです。予
防接種の実施主体は国ではなく、国民に近い地方自治体です。人口の多いところに
多く供給されるので、自治体からも苦情が出ているのが現状です。国産ワクチン
があれば、いろいろな不安は解消されますよね。

地域によって入ってくるワクチンの数量が違ったり、職域で実施したりしなかったりなど
ワクチン接種の差が出てきているのは、国産ワクチンが開発されていないため需要と
供給が上手くいっていないから、ということでしょうか？

Q1
谷口真悠
さん

Q2
野上舞
さん

岡田先生A

岡田先生A
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出典 ： 福岡市 「福岡市での発生状況  日別事例数 〈新型コロナウイルス感染症〉」 （2021年7月1日～8月18日）

福岡市での発生状況　日別事例数（年齢別内訳）
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　　　　先日も尾身先生（新型コロナウイルス感染症対策分科会/会長）が「危機感の共有」というこ
とをおっしゃっていました。いくら人流を制限しても若い世代と僕ら高齢者との間にはジェネレーション
ギャップがたくさんあります。国内の状況について若い人たちと危機感を共有しないといけないけれど、共
有する手段を僕らは持っていません。正確な情報を伝える手段がないのです。少なくとも若い人に正確な
情報を伝えなければならないといつも思っています。僕らがよく読む新聞には多くの情報が書いてあるけど、
若い人が見ているＳＮＳやインターネットでは検索して興味のある情報だけに行き着きま
す。その部分の情報はどんどん深くなるけれど、偏った情報になりやすいでしょう。自分たち
が不安に思っていることは、一人で悩まず、みんなで議論して共有した方がいいですね。

　　　　　 私はワクチンを打つか打たないのかとなった時、
まだよく分からない状況だったので不安でした。でも一番に考
えたのは、もし私が罹ったら周りの人に迷惑がかかるというこ
とでした。実習で病院や施設に行ったりするので、自分の症
状云 よ々り周りへの影響が気になりました。メリットがあると感
じたので、打つことにしました。祖父母にも会いたい気持ちも
あり、打ったら安心してもらえると思いました。あとは新型コロ
ナウイルスに罹った、と差別されるのが怖い気持ちもあります。

  　　　　未知のものすぎて周りの人の多く
が打ったら打ちたい、というぐらいだったのです
が、新型コロナウイルスがこんなに流行るとは
思っていませんでした。祖母が高齢なのでこのま
まだと会えなくなると思いましたし、看護師になる
ならいつかは打たなければならないと思ったので、
時期に関係なく打とうと思いました。環境ですね。

　　　　  大学から「受けますか」とアンケートが来
た時に、すぐ「受ける」と選択しました。祖母と同居して
いますが基礎疾患である喘息があるということと、母が
介護職なのですぐに決めました。でも周りに聞いた時、
「国産なら受ける」という声が多くあったので、国産じゃ
ないから不安という人は多いと思います。

　　　　　変異株がどんどん出てきている
中でファイザー製ワクチンを打って意味があ
るのか考えてしまい、もう少し先に打とうと
思っていましたが、これまでのお話を聞いて
打ちたいと思いました。

　　　　　それは誰にも分かりません。例えば、ここで吸っている空気、今日食べた物、もしかしたら
10年後にこの食べ物は食べてはいけないものだったと言われる可能性はありますよね。それと同
じで、目に見えない不安は全てのものにあります。ワクチンを接種するかどうかを考えるとき、副反応
だけでなく、ワクチンを打つメリット、そして病気になった時の病気の怖さも併せて考えなくてはなりま
せん。若い人は症状が軽いから大丈夫だと思っている人がたくさんいて、ワクチン接種をためらって
いる声も挙がっています。確かに若い人は軽症かもしれないけれど、後遺症が残るリスクは若い人の方が高いと
する報告があります。ワクチンを打つと「不妊になる」とか「磁石がつく」とかよく分からないデマに近い情報に踊らさ
れず、情報リテラシーとして、自分自身で正しい情報なのかどうか判断しないといけません。今はいろいろな情報を検
索しやすくなっていますので、どこからの情報なのか見極めることが必要となります。不安に思う時は周りの人たちと
話をするだけでも違うと思いますよ。できるだけ不安を解消してください。

接種が始まって日にちが経っていないのですが、数年後にワクチンの
重大な副反応が判明することもありますか？

Q3
熊谷祐香
さん

若い人はワクチンに対してためらいがあると思いますが、それは副反応に対する不安ですか？
それとも自分たちが罹っても軽症だから何とかなるだろう、という感じですか？

　　　　　分かっているのは、今のワクチンである程度対応できそうだ、ということです。新型コロナウイルスはRNAウイル
スです。本来RNAは非常に不安定で、２週間に１回は変異が起こっているといわれています。ですから、どこでも小さな変異は
起こっているわけです。ワクチンが広く接種されて多くのヒトが免疫をもつようになると、ウイルスは自分が生き残るために、そ
のワクチンが効かないような変異を起こすとされています。変異が起こるスピードとワクチンや治療薬ができるスピードとの勝
負です。どのような変異が起こるのかは人知を超えていますから、もしかしたらウイルスの方が賢いのかもしれませんね。私たち
がこうやってウイルスにプレッシャーをかければかけるほど、変異のスピードは速くなりますし、よりワクチンが効かないウイルス
が出てくるかもしれません。『いたちごっこ』ですね。ウイルスは自分が増えるために生きた細胞が必要です。病原性を高めてヒ
トを倒してしまうと宿主を失ってしまいますから、ウイルスは宿主を失わないように上手に付き合っていく必要があります。あと数
年もすれば、この新型コロナウイルスは普通の風邪のウイルスになると予想する専門家もいます。このウイルスを撲滅するの
は現時点ではなかなか難しいので、今の目標は感染して重症化して亡くなる人をできるだけ減らすことだと考えられています。
ウイルスと上手に付き合っていこうとしている “with コロナ”ですね。変異株であっても重症化は多くなっていませんが、感染
性は高くなっています。みんなが免疫を持ってしまったら、ウイルスは増えていけないでしょう？だから人に感染しやすくして、人
の中で増殖して生き残ろうとしているわけです。ですからこれからも新しい変異株はいろいろ出てくると思います。

デルタ株やラムダ株などの変異株について、
ワクチンはどのくらい有効なのでしょうか？

Q4
皆森雅人
さん

岡田先生A

熊谷さんA
谷口さんA

野上さんA

　　　　　 20代～30代の自由度の高さ、金銭的余裕、若い人は感染したとして

も重症化しにくい点、度重なる緊急事態宣言やまん延防止等重点措置などへの飽

きや慣れなど、価値観や思想の違いから起こっていることなのではないかと思ってい

ます。また、若年層になればなるほど「自己責任」という言葉を使いがちであると感じて

います。「自分が罹るも罹らないも自己責任である」というような感覚を持っている人

が多いことも、人流減少へと繋がらない要因の1つではないかと考えています。

私たちのような医療系の大学に通っている学生でさえ、「これくらいなら大丈夫」「バ

レなければ大丈夫」という考えが垣間見えることも少なくないように感じています。そ

のため、医療に関わっていない20代ともなればそのような思考は尚更、強くなるので

はないかと考えています。

自己責任の言葉の意味を履き違えないこと、自分の身を守ることは、感染拡大も防

ぐことに繋がるため、他者を守ることにも繋がることを意識し生活していきたいと思い

ます。

野上さん　　　　　 僕は看護学部の大学に行って

いるため、感染対策などについては日頃から

しっかり行い体調管理などもしていますが、

経済学部や工学部に行っている高校の同

級生には、まん延防止等重点措置が出てい

たにもかかわらずお酒を伴う飲食や旅行に

誘われたことがありました。このようにまん延

防止等重点措置や緊急事態宣言が出てい

ることに慣れたことに加えて、大学生は時間

に余裕があり遊びたいと考えている人が多

いと考えられるため、自然に感染に対する意

識が薄れて若者の感染者数が増加してい

るのだと思います。

皆森さん 　　　　　 ワクチンの接種率も大きな要因であると

思いますが、若者のメディアとの向き合い方にも関係

があると思います。ワクチンの接種率が徐々に高まっ

ているニュースに安心感を覚え、行動を起こしやすい

ことに加え、無症状の感染者の割合も若い世代の感

染拡大の要因ではないでしょうか。

若者の、ネットやInstagramなど自らが選択する情報を

中心としたソーシャルメディアの利用が、偏りのある情

報や安心感を与えやすい環境にあると思います。

SNSを通し、とくに周りの行動や周りの気持ちが見え

やすい世代だからこそ、小さな気の緩みが周りにも伝

染しやすいです。私たちが正しい情報から正しい行動

の必要性を認識し、重症化しづらい年代が感染につ

いて考えていくことが必要だと思います。

熊谷さん

皆森さんA

岡田先生A

Q
岡田先生

岡田先生

DATA 若い世代で感染が増加していることについて



8 7

(3）学習に対する支援を行う。
　2．生活支援
(1）保健管理センターと連携し、心身の健康を支援する。
(2）ハラスメント対応等人権保障に取り組む。
(3）学生の多様性に配慮する。
(4）感染症対策や災害対策など危機管理体制を整備する。

　3．進路支援
(1）キャリア支援室と連携し、初年次から進路形成支援を行う。
(2）望ましい職業観・勤労観を育成する。
(3）国際的視野を醸成する。

　4．課外活動支援
(1）自主的な課外活動を支援する。

【保護者等との連携】
　1．学生支援の実施にあたり、学友会並びに学生後援会と連携する。
　2．学生支援の実施にあたり、保護者へ情報提供を行う。
【学生支援の体制】
　1．学生支援は、チューター教員制度を基盤とする。
　2．学生支援の企画運営は、学長の指示のもと、学生部長及び学生支援委員長が担当し、学生・入
試課を含む事務局は、教員と協働して業務に当たる。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展を
図るため、次のとおり教育研究環境整備の方針を定める。
　1．学生及び教職員が、安全・安心な環境において学修及び教育研究を進められるキャンパス整備
を推進する。

　2．教育研究活動を促進するため、図書施設及び学術情報サービスを充実させる。
　3．研究ブランド確立のため、看護学に口腔医学の観点を取り入れた研究に関する環境を充実させる。
　4．教育研究環境の基盤となる安全・安心な学内LANの構築と維持管理を実施する。
　5．研究の適正化を目的として、研究マネジメント体制を充実させる。

　福岡看護大学が有する人的・物的・知的資源を活用するとともに、地域や行政および医療・保健・
福祉関係機関等との連携関係を構築し、健康長寿社会の形成および地域社会の活性化に資する
ため、以下のとおり、社会連携・社会貢献の方針を定める。
　1．地域連携センターにおいて地域連携の在り方を体系的に整理し、地域連携推進戦略を策定す
るとともに継続的な地域貢献活動を行う。

　2．地域連携センターを中心に、地方自治体、看護協会、医師会・歯科医師会等の公共団体、産業
界および福岡都市圏大学との連携を推進し、地域の課題を共有し、協働して解決に努める。

　3．社会貢献推進委員会を中心に、地域連携センターおよび医科歯科総合病院病診連携室と協働
して地域の医療・保健・福祉等に係る諸問題を検討し、地域社会の発展と課題解決に貢献する。

　4．社会に開かれた大学として「公開講座」「講演会」「出前講座」「看護職等継続教育支援」「小中高
教育支援」等の生涯教育事業を通じて、教育研究成果を継続的に発信し地域社会に貢献する。

　5．医療に関わる人材を育成する大学として、看護学および保健医療福祉における多職種医療人
への展開をはかり、健康長寿社会の形成に貢献する。

　6．国際交流を積極的に展開し、国際的視野を持つ医療人や教育・研究スタッフの育成を図るとと
もに研究活動の国際的展開のための基盤形成を推進する。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展を
図るため、次のとおり管理運営方針を定める。
【中期構想・事業計画・事業報告】
　1．本学が成長発展していくために進むべき中期的な方向性を示すため、中期構想を策定する。
　2．中期構想を実現するため、年度ごとに事業計画を策定する。また、事業計画に基づき実施した
事業内容を明らかにし、検証・改善するため、年度ごとに事業報告書を作成する。

　3．中期構想及び事業計画の策定、事業報告書の取り纏めにあたっては、学長のもと各種事業の
進捗状況並びに各種委員会及び所属教職員の意見等を踏まえることとし、法人（理事長）が総
括する。

【大学の管理運営】
　1．学長は、教職員を統督し、本学の校務に関する事項について決定する。
　2．本学の校務の執行は、関係法令及び学園諸規定等に従い適正に行う。
　3．法人は、医療・保健・福祉の総合学園として永続的に発展し、学問の進展と社会貢献に寄与す
るため、教育・研究・診療環境を整備し、経営並びに学長の選任に関して責任を負う。

【中・長期財政計画】
　1．本学が永続的に発展し、安定した財政基盤の確立を図りつつ、教育・研究の一層の活性化を進
めていくため、中・長期財政計画を策定する。

　2．教育研究活動の維持・向上及び将来的な施設、設備等の更新のため、経常収支の均衡を図り、
安定的な財政基盤を確保する。

【予算編成・予算執行】
　1．年度の事業計画を遂行するため、中・長期財政計画に基づき、予算編成の基本方針を策定する。
　2．予算は、予算基本方針に基づき編成する。また、予算編成にあたっては、理事会が決定する。
　3．予算執行は配当予算の範囲内で適正かつ効率的に執行する。
【事務組織の運営】
　1．事務局長は、理事長の命を受け、事務組織を統轄する。
　2．事務組織は、業務を円滑かつ効果的に行うため、専門性に配慮して適切に編制する。
　3．教育研究活動及び学生支援を強化するため、教員と職員の連携を推進する。
【職員の採用】
　1．大学の適正な運営に資するため、優秀で多様な人材を広く募集することを原則とし、適性・能力
を基準とした公正な選考を行う。

　2．主体性、倫理観、問題解決能力、誠実性、実行力、協調性を重視するとともに、配属先に応じた専
門性に留意する。

　3．年齢や性別のバランスに配慮し、将来を見据えた人事管理を行う。
【スタッフ・ディベロップメント（SD）の実施】
　1．大学を取り巻く環境の変化に柔軟に対応するとともに、教育研究活動等の適切かつ効果的な
運営を図るため、教職員の能力及び資質を向上させることを目的とする。

　2．年度ごとに実施計画を策定し、適時、その内容・方法・効果等について検証を行い、改善を図る。
　3．幅広く知識及び技能を習得させるため、学外研修を実施するほか、自律的な能力開発に対する
支援を推進する。

【大学運営の担保】
　1．大学運営の適切性を担保するため、独立監査人、監事及び内部監査室による監査を実施する。
　2．監査に際しては、三者で定期的に協議の場を設け監査計画の摺合せ、情報交換等を行う。

日本と海外の情勢の違いについて、

日本は安全面を重視するのでそれは

とてもいいことだと思いますが、それ

が今回は少し裏目に出ているのかな、と感じまし

た。日本の情勢が変化していることも知れました

し、勉強不足を感じましたのでもっと勉強したいと

思いました。

医科歯科総合病院で
ワクチン接種を行っています

インターネットでのご予約

電話での予約・相談

ワクチンに関する情報はお住まいの都道府県もしくは厚生労働省など
公的機関のホームページなどでもご確認ください！

福岡歯科大学医科歯科総合病院では、
新型コロナワクチン接種を行っております。
接種を希望される方は下記にてお申し込みください。

インターネットでの接種予約を希望する場合は、接種予約サイトをご利用ください。
予約には接種券が必要です。

電話での接種予約や相談を希望する場合は、コールセンターへお電話ください。
予約には接種券が必要です。
福岡市新型コロナワクチン接種コールセンター
092-260-8405 受付時間：8時30分～17時30分（土曜日、日曜日、祝日も実施）

https://vaccines.sciseed.jp/fukuokacity/
※パソコンやスマートフォンからアクセスできます。

対談を終えて

国の危機管理の道具としてワクチンが位

置付けられていることや、RNAウイルスが

頻回に変異していることなど、知らなかっ

たことがたくさんありました。皆森さんも言われたんです

が、メディアリテラシーの部分では、これまで論文を検

索するところまで行きつかなかったのですが、難しいか

もしれないけれど学会誌など検索していこうと思いまし

た。また保健師なら住民の方が得ている情報を知り、自

分たちの情報との齟齬を確認し、対象者への対応を

行わねばならないと思いました。

ワクチンのことで正直分からないことが

たくさんあったのですが、変異株のこと

や需要と供給のこと、社会情勢のことま

で知ることができて勉強になりました。情報の収集は

インターネットが多いので、保健師・看護師として働く

ときに対象者に正しい情報を伝えるためにもメディア

リテラシーを意識しようと思いました。

自分の疑問や同級生がどういう不安を持っ

ているのかを共有することができてよかった

です。日本製のワクチンについては、ワクチ

ン製造に至る日本の仕組みと海外との違いを初めて知

り、ワクチンについてより興味が深まりました。

ワクチン接種を受けることや、感染予防行動について、

自分の感じる小さな不安をみんなでさらけ出して情報と

向き合いたいと思います。

お忙しいなか、インタビューに答えていただきありがとうご

ざいました。

厚生労働省　新型コロナワクチンについて

谷口真悠
さん

野上舞
さん

熊谷祐香
さん

皆森雅人
さん

福岡看護大学の各種方針が、2021年7月13日開催の第564回理事会で決定致しました。詳細は次のとおりです。

内部質保証の方針、体制及び手続
　福岡看護大学は、建学の精神「教育基本法及び学校教育法に基づき、看護学に関する専門の学術
を教授研究し、教養と良識を備えた有能な看護専門職を育成することを目的とし、社会福祉に貢献
するとともに、看護学の進展に寄与することを使命とする」、及び中期構想に基づき、看護学に関する
教育、研究の充実と発展を図るため、学則第2条を踏まえ、次のとおり内部質保証の方針、体制及び手
続について定める。
【内部質保証の方針】
　教育研究水準の向上を図り、福岡看護大学の目的及び社会的使命を達成するため、自己点検・評
価委員会を置き、教育支援・教学IR室、教授会、研究科委員会と連携を図り、教育研究活動等の状
況について自ら点検・評価を行うことにより、内部質保証を推進する。また、自発的な教育の質の向上・
推進を大学の組織文化として醸成する。
【内部質保証の体制及び手続】
　Ⅰ．内部質保証の体制

　大学全体の内部質保証に責任を負う組織として、学長を委員長とし副学長、研究科長、役職
教員等及び事務局により組織する自己点検・評価委員会を内部質保証推進組織として置き、
下部組織としてFD・自己点検・評価推進委員会を置く。各委員会の役割は次のとおりである。

　≪自己点検・評価委員会≫
　1．次の全学的事項について内部質保証の観点から審議する。
（1）自己点検・評価及び内部質保証の基本方針並びに基本事項の策定等
（2）大学基準協会の評価項目に準拠して行う、隔年毎の自己点検・評価報告書「現状と課題」及
び「改善報告書」の作成及び公表

（3）中期構想に沿った事業計画の策定及び報告
（4）その他、大学の部署が行う評価活動

　2．自己点検・評価の結果について、理事長に報告し、かつ公表する。
　3．学長は、自己点検・評価委員会の自己点検・評価の結果に基づき、改善が必要と思われる事項
については、FD・自己点検・評価推進委員会、各委員会、事務局等に改善を促し、その報告を求
めるものとする。

　≪FD・自己点検・評価推進委員会≫
　1．自己点検・評価委員会の指示に基づき教育の質保証に向けた活動を実施し、報告する。
　2．各委員会等と連携を図り、次の事項について内部質保証の観点から審議する。
（1）自己点検・自己評価委員会が審議した自己点検・評価項目及び内部質保証の基本方針に則
り、点検・評価に必要な根拠資料の作成

（2）学修成果の評価の方針（アセスメント・ポリシー）に基づき、教育活動全体の成果を検証・評価
（3）大学基準協会の評価項目に準拠して行う、隔年毎の自己点検・評価報告書「現状と課題」及
び「改善報告書」の（案）を作成

（4）中期構想に基づいた事業計画の策定及び進捗状況の報告（案）を作成
（5）その他、大学の部署が行う評価活動

　Ⅱ．内部質保証の手続き
　自己点検・評価委員会は、教育成果の可視化に関する業務を担う教育支援・教学IR室との
連携を図り、FD・自己点検・評価推進委員会等に対して、福岡看護大学自己点検・評価委員会
規則第5条第2項に規定する事項に関する内容について、事業計画の達成状況等を踏まえ点
検・評価を指示する。
　FD・自己点検・評価推進委員会は、各担当委員会等と連携し点検・評価結果を報告書とし
てまとめ、自己点検・評価委員会に報告する。
　自己点検・自己評価委員会は、点検・評価結果を受け、全学的な観点から審議し、改善・改革
の指示を出すとともに、その成果を確認する。
　このように、自己点検・評価委員会を中心として、全学的なPDCAサイクル（P=Plan 計画を
立てる、D=Do 実行する、C=Check 評価する、A=Action 改善する）を円滑に回し、改善・改
革を推進する。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、対象の尊厳とwell-beingを支える看護専
門職者の育成を目指した教育、研究の充実と発展を図る。このための教育研究組織の編制方針を次
の通りに定める。
　1．本学の理念・目的を実現するために必要な学部、研究科を始めとする教育研究組織を適切に
整備・編成するとともに、これらが横断的に機能・連携する体制を構築する。

　2．教育研究組織は、大学の特徴はもとより、学問の動向や社会的要請、大学を取り巻く様々な環
境等に適切に配慮するよう配置する。

　3．学長は、教育研究組織の管理・運営のために委員会等を設置し統督する。
　4．学長は、教育研究組織を定期的に点検・評価し、その結果より改善・向上を図るものとする。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、看護学に関する教育、研究の充実と発展、
及び看護教育及び地域社会への貢献を図るため、次のとおり求める教員像及び教員組織の編制の
方針を定める。
【求める教員像】
　1．優れた人格と見識を有し、かつ健康で、また、優れた教育研究指導上の能力と教育研究業績及
び豊富な臨床経験を有し、教育及び研究に対して熱心に取り組む者

　2．「学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、
入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）」を十分に理解し、本学の理念・目的の実現の
ため教育及び研究に専念する者

　3．本学の建学の精神を理解し、看護学の発展及び口腔から全身への健康支援の推進に寄与で
きる者

【教員組織の編制方針】
　1．教員組織の編制及び人事の立案並びに教育研究活動については学長が統督する。
　2．関係法令より定められた基準に基づき、適切な教員数を配置する。
　3．教育研究上の必要性を踏まえた上で、年齢構成及び性別等に配慮した教員組織を編制する。
　4．教員の募集、採用、昇任等は、公正かつ適切に実施する。
　5．FD活動を組織的に推進し、教育の資質向上を図り、教育内容・方法などの改善に継続的に取
り組む。

　6．教員の教育及び研究活動の業績を評価し、その活性化を図る。

　福岡看護大学は、建学の精神及び中期構想に基づき、すべての学生が学業に専念し、 充実した学
生生活を通して看護専門職者として成長することを目的として、次のとおり学生支援の方針を定める。
【学生支援の内容】
　1．修学支援
(1）学生が自らの学習に専念できる環境を整備する。
(2）特待生制度、奨学金等の育英奨学事業を行う。

教育研究組織の編制方針

学生支援の方針

教育研究環境整備の方針

社会連携・社会貢献の方針

管理運営方針

求める教員像及び教員組織の編制方針

福岡看護大学の各種方針が決定

学園の話題




